






























いて－ と－ であるのに対し， °において－ と－
であった．これらの結果は，南極海での塩分分布やその変化のメカニズムを
解明する上での手助けになると?えられる．


































































× （ )． ()
δ?? の分析には， 社製 を用いた．サンプルは， °の恒温水層

















より取得された 年 月 日から 月 日までの 試料，および / 年南極
夏季共同観測として東京海洋大学海鷹丸により取得された 年 月 日と 年
月 日の 試料を使用した．冬季については，独観測計画 （
）として により取得した 年 月 日から 月 日までの 試料，豪
日観測計画 （ ） として
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基地のデータを?察する．昭和基地における降雪のδ?? の各分析値を図 に示す．δ?? 値
は， 月から 月上旬までと 月は－ ~－ であるが， 月下旬から 月までの
間では－ ~－ であり，夏季に大きく冬季に小さい値をとるといった明瞭な季節
的変動を示す． （ ）は， 年に採取した降雪のδ?? 値が，







に対して得た結果（ ）と同様に， 年の気温およびδ?? の月平?値と
年の測定結果を比較検討してみる．ただし， 年のδ?? に関しては， 月は サンプ
ルあるものの，他の月に関しては サンプルしかないので，サンプルが複数ある場合はそ
の平?値を， つの場合はそのサンプルの値を代表値として用いた．
年と 年の月平?気温を比較すると， 月から 月にかけて，同じように低下し
ている（図 )．δ?? は， 年については 月から 月まで低下傾向を示し， 年に
ついては 月の値が低いものの， 月から 月にかけて低下していた（図 )． 月から
図 昭和基地における 年の降雪のδ?? 値
δ??
南大洋における降雪の酸素安定同位体比の緯度分布と季節変化
月の気温は， 年には約－ °程度のほぼ一定の低温で推移しているのに比べ， 年
では月ごとの短周期（季節内周期）の変動が激しい． 年のδ?? の月平?値の 月から
月の変動は，この短周期の気温変動の位相と良く対応している．ここで， 年の 月





図 昭和基地における 年と 年の月平?気温





こでは加藤（ ）に従い， 年 月のδ?? は，上記のように通常と異なる大気場にあっ
たと?えて，除外して議論を進める．気温とδ?? の相関係数は， 年が ， 年
が になり，各年とも気温とδ?? の良い相関を示している．よって，δ?? は気温に強
く関係し，気温の季節変化に伴った季節的変化を示すことが改めて裏付けられた．
δ?? の緯度分布とその季節変化
前節にみられるような，季節による相違を?慮して，夏季の - と /
年南極共同観測，および冬季の と とに分けて，船上で直接採取し
た降雪データより，南極沿岸海域でのδ?? 値の緯度分布を?える．，， 月のデータを





タを追加して，夏季は－ ，冬季で－ になる．また，高緯度になるほどδ?? が
小さくなっており，δ?? の緯度傾度は，夏季は－ /°，冬季は－ /°となり，冬季
の方が傾きが大きいことがわかった．






図 の結果から，δ?? を気温で回帰したときの回帰直線の傾きとその 信頼区間は







（ ）と重ねてプロットした（図 ）．δ?? は，低緯度
から高緯度に向けて連続的な変化を示しているが，低緯度（ - °）では変化が小さく，高













源によらずほぼ であるが，δ?? はその起源によって異なり，海氷 ~ ，降雪－ ~
－ ，棚氷融解水（側面）－ ~－ ，棚氷融解水（底面）－ ~－ となる（






















－ ± （ 信頼区間）になり（図 ），図 より求められる平?的な緯度 °に
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